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ある見慣れない光景
朝、いつも近所の公園を歩いている。コロナ禍以前のことだっ

た。その公園には多くの人たちが飼い犬と散歩しているのだが、
ある日の事、公園の一角にたくさんのペット連れが集まっている。

「何だろう？ペット好きの人たちの井戸端会議だろうか？」と想像
している間にマイクロバスが来て停車した。「何じゃこりゃ？」マ
イクロバスの「乗客」は犬たちなのである。躾

しつけ

されているのか、「乗
客」間の喧嘩は無かった。一匹のシェパードと目があった。《お前
達はどこへ行くのだ？》車内に犬たちが「行儀良く」順番に入っ
ていた後、1 人の男性に事情を聞くと、「ペット預かり所」があり、
そこで夕方まで預かってくれるということだった。時間になると
またスクールバスのようにこの公園に連れて来てくれるという。
そして希望があれば、訓練も受けられるそうだ。

日本でもこのような施設があるかどうか、私は知識を持ってい
なかった。しかしながら、「ペットの保育園・幼稚園」などと呼ば
れる施設は、すでに 2000 年頃から存在しているそうだ。とはい
え、「スクールバス」でのペットの送迎はなかなかお目にかからな
いサービスだろう。

さて、家族の人員が減少する現代、コロンビアもその例外では
ない。それならば、その代わりに陽気な性格であり、常に人と接
触したがりのラテン民族の人たちはペットに家族の代替を望んで
おり、そのためにペット飼育者が増えたのでは、と短絡的にそう
考え、今回はそういう筋で書こうと考えていた。けれども、調べ
ていくうちに、日本も含め、実際のペット状況はそう簡単ではなく、
奥深いことが分かってきた。感染症が流行し、その収束はいまだ
予測できないでいる状況も関わっている。この実態についてコロ
ンビアと日本の相似を述べることにする。
パンデミックの影響

日本とコロンビアのペット状況を考察すると、このコロナ禍（パ
ンデミック）で少し差が出ている。日本の場合、コロナ禍の前と
現在ではペットの総数はあまり変化がない。

「猫の飼育頭数は 2013 年以来緩やかに増加しているが、犬の飼
育頭数は減少傾向。一方、１年以内新規飼育者の飼育頭数は、犬・
猫共にコロナ前の 2019 年に比べ、2020 年、2021 年ともに増加
となっている。」

（１）

次のグラフは犬の飼育頭数の推移である。
（２）

ところが、コロンビアでは新規のペット飼育者が日本とは異な
り、右肩上がりのペット盛りである。以前からもペットの飼育数
は増えてはいたのだが、コロナ禍で拍車がかかり、この 5 年間で
84.9% の伸び率である。

（３）

2022 年では全所帯数の 43％がペットを
飼育しているという。

（４）

このようにペット需要は家族員の減少とともに少しずつ高まり
増えていっているのだが、パンデミックでは新たな問題が浮上し
てきた。それはペットの放置である。

コロナ禍においては隔離やロックダウンが強いられ、また在宅
時間が増え、かつストレスも増えて、生活の安らぎや癒しを望ん
でいる人たちは、ペットを飼うことに積極的であった。しかしな
がら、ペットを飼育することにおいて、「利点」もあるかわりに、
飼育責任が生じる。ペットは生き物であり、飼育に手間がかかる
のは当然の事だ。その上餌代、ワクチン代、医療代などの費用も

必要である。それは家族の一員と考えるなら必然かつ義務だろう。
日本で子供の数とペット数を比較してみると、次のような指摘が
ある。

「総務省の発表によると、令和 3 年 4 月 1 日現在における子供の
数（15 歳未満人口）は、前年に比べ 19 万人少ない 1,493 万人で、
昭和 57 年から 40 年連続の減少となり、過去最低となりました。片
や、犬猫の飼育頭数合計は、令和 3 年度では 1,605 万頭と子供の数
を大きく上回っています。」

（５） 

一方コロンビアでは、1,090 万人が子供
の数であり、

（６）

ペットの数は 500 万とも 600 万ともいわれている。
家族とペットと刹那的行動

「新型コロナウイルスの感染拡大で在宅時間が増える中、ペッ
ト人気が高まっている。一方、コロナ禍による経済的困窮で飼っ
ていたペットを手放したり、安易な気持ちで飼い始めて飼育が困
難になったりする事例もみられる。」

（７）

コロナ禍で、在宅時間が増え
た、ストレスの軽減、人恋しい、などの理由で、飼育希望の人が
増える一方、経済的困窮、飼育費用高騰、思い違い・勘違いで飼
育放棄する人が出ているのが日本の現状である。

（８）

少しペットに偏りすぎたかもしれないが、もちろん色々な要素
があり、大変微妙で個人的な問題も絡みあっているのだが、コロ
ンビア家族の調査を行っているうちに、子供を持たない、結婚し
ない、という世界的な現象になっているのも「我が身思案」と「責
任の所在」と密接に関係していると思う。それはコロンビアも例
外ではなく、この少子高齢化の中ペットを求めるものの、感染症
の流行で経済的余裕がなくなり、手放してしまう。とくにコロン
ビアでは顕著であった。

冒頭に述べた公園ではペットの主人以外に「散歩係」「躾係」の
人たちが散歩をさせているケースも少なくない。ペットを飼うと
いうことはどういうことなのかも考えさせられる。このように先
の事を考えず、一時的なことにしか考えない刹那的行動はコロン
ビアと言わず、日本と言わず、日常での価値観として当たり前に
なって来ているのだろうか？
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